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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の無線アクセス技術をサポートする無線通
信回路を含む電子装置を提供する。
【解決手段】複数の無線アクセス技術がサポートされう
る装置は、第１のアンテナと第２のアンテナを含む。制
御回路は、各無線アクセス技術に対するアクティブモー
ドとアイドルモードでの装置の動作をサポートするため
に、送受信器回路とスイッチング回路とを設定すること
ができる。いくつかの構成では、両方のアンテナが無線
アクセス技術の１つに関連する動作をサポートするのに
用いられうる。他の構成では、第１のアンテナは第１の
無線アクセス技術を使用する動作をサポートするのに使
用されうる一方で、第２のアンテナは、第２の無線アク
セス技術を使用する動作をサポートするのに使用される
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセス技術と第２の無線アクセス技術とを用いる通信をサポートする電子
装置を用いて無線ネットワークと通信をするための方法であって、
　少なくとも１つの呼び出しの監視期間の間に、前記第１の無線アクセス技術に関連する
ページングチャネルを監視するために前記電子装置の２つのアンテナのうち第１のアンテ
ナを使用する一方で、前記第２の無線アクセス技術に関連する無線データトラフィックを
運ぶために前記２つのアンテナのうち第２のアンテナを使用するステップと、
　前記電子装置による前記ページングチャネル上での到来する呼び出しの検出を伴わない
前記呼び出しの監視期間の完了に応答して、前記第２の無線アクセス技術に関連する無線
データトラフィックを運ぶのに前記第１のアンテナと前記第２のアンテナの両方を使用す
るステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１の無線アクセス技術は符号分割多元接続無線アクセス技術を含み、前記第２の
無線アクセス技術はロングタームエボリューション無線アクセス技術を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとは前記電子装置の対向する端部に配置され
、前記第２の無線アクセス技術に関連する無線データトラフィックを運ぶのに前記第１の
アンテナと前記第２のアンテナの両方を使用するステップは、前記電子装置の対向する端
部に配置された前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとをロングタームエボリューシ
ョンのデータトラフィックを受信するために使用するステップを含む、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記電子装置を用いて無線信号品質を測定するステップと、
　前記ページングチャネルを監視するのに前記第１のアンテナを単独で用いるか、又は前
記ページングチャネルを監視するのに前記第１のアンテナと前記第２のアンテナの両方を
用いるかを、測定された前記無線信号品質に少なくとも部分的に基づいて判定するステッ
プと、
　をさらに有することを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線信号品質を測定するステップは、前記ページングチャネルのチャネル品質を示
す受信信号強度インジケータを取得するステップを含む、
　ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信信号強度インジケータと所定の閾値とを比較するステップと、
　前記受信信号強度インジケータが前記所定の閾値を超えることの判定に応じて、前記少
なくとも１つの呼び出しの監視期間の間、前記ページングチャネルを監視するために、前
記第１のアンテナを単独で使用するステップと、
　前記受信信号強度インジケータが前記所定の閾値を超えないことの判定に応じて、前記
ページングチャネルを監視するために前記第１のアンテナと前記第２のアンテナの両方を
使用するステップと、
　をさらに有することを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ページングチャネルを監視するために前記第１のアンテナと前記第２のアンテナの
両方を使用するステップは、
　　前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを用いたロングタームエボリューション
のデータの受信を一時的に中断するステップと、
　　前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを用いた前記ロングタームエボリューシ
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ョンのデータの受信が一時的に中断される間に、符号分割多元接続のページング信号のた
めの前記ページングチャネルを監視するために、前記第１のアンテナと前記第２のアンテ
ナの両方を使用するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　第１の無線アクセス技術と第２の無線アクセス技術とを用いる無線通信をサポートする
電子装置を用いて無線ネットワークと通信をするための方法であって、
　前記電子装置の動作の間に、前記第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネ
ルを監視するために、前記電子装置の第１のアンテナと第２のアンテナを同時に使用する
ステップと、
　前記電子装置の前記動作の少なくとも一部の間、前記第１のアンテナを使用すると共に
前記第２のアンテナを使用せずに、前記第２の無線アクセス技術に関連するページングチ
ャネルを監視するために、前記第１の無線アクセス技術に関連する前記ページングチャネ
ルの前記監視を少なくとも部分的に中断するステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記電子装置の前記動作の少なくとも他の一部の間、前記第１のアンテナと前記第２の
アンテナの両方を使用して前記第２の無線アクセス技術に関連する前記ページングチャネ
ルを監視するために、前記第１の無線アクセス技術に関連する前記ページングチャネルの
前記監視を中断するステップ、
　をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の無線アクセス技術はロングタームエボリューション無線アクセス技術を含み
、前記第２の無線アクセス技術は符号分割多元接続無線アクセス技術を含む、
　ことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記電子装置を用いて無線チャネル品質を測定するステップと、
　測定された前記無線チャネル品質を所定値と比較するステップと
　をさらに有し、
　前記第１のアンテナを使用すると共に前記第２のアンテナを使用せずに、前記第２の無
線アクセス技術に関連する前記ページングチャネルを監視するために、前記第１の無線ア
クセス技術に関連する前記ページングチャネルの前記監視を少なくとも部分的に中断する
ステップは、
　　前記無線チャネル品質が前記所定値を超えるとの判定に応じて、前記第１の無線アク
セス技術に関連する前記ページングチャネルの前記監視を少なくとも一時的に中断するス
テップと、
　　前記無線チャネル品質が前記所定値を超えないとの判定に応じて、前記第２の無線ア
クセス技術に関連する前記ページングチャネルを監視するために、前記第１のアンテナと
前記第２のアンテナの両方を使用するステップと、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記無線チャネル品質を測定するステップは、前記無線ネットワークにおける無線チャ
ネルに関連する受信信号強度インジケータ情報を収集するステップを含む、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電子装置は、無線周波数送受信器回路と、前記無線周波数送受信器回路を制御する
制御回路とを備え、前記無線周波数送受信器回路は、それぞれ第１及び第２の局部発振器
を伴う第１及び第２の受信器を含み、
　前記方法は、
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　前記第１の無線アクセス技術に関連する前記ページングチャネルを監視するために、前
記電子装置の第１のアンテナと第２のアンテナとを同時に使用する場合、前記第１及び第
２の局部発振器が共通の周波数における出力を生成するように前記無線周波数送受信器回
路を調整するステップと、
　前記第１のアンテナを使用すると共に前記第２のアンテナを使用せずに、前記第２の無
線アクセス技術に関連する前記ページングチャネルを監視する場合、前記第１及び第２の
局部発振器が異なる周波数における出力を生成するように前記無線周波数送受信器回路を
調整するステップと、
　をさらに有することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１及び第２の局部発振器が異なる周波数における出力を生成するように前記無線
周波数送受信器回路が調整される間に、前記第１の無線アクセス技術に関連するページン
グ信号を監視するために前記第１の受信器を使用する一方で、前記第２の無線アクセス技
術に関連するページング信号を監視するために前記第２の受信器を同時に使用するステッ
プ、
　をさらに有することを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のアンテナと第２のアンテナとを有すると共に、前記第１のアンテナと前記第２の
アンテナとを使用して無線信号を送信し受信する無線周波数送受信器回路を有する無線電
子装置において、第１の無線アクセス技術と第２の無線アクセス技術との使用をサポート
する方法であって、
　動作の第１のモードにおいて、前記第１の無線アクセス技術に関連するページングチャ
ネルを監視するために前記第１のアンテナを使用する一方で、前記第２の無線アクセス技
術に関連するページングチャネルを監視するために前記第２のアンテナを同時に使用する
ステップと、
　動作の第２のモードにおいて、前記第１の無線アクセス技術を用いて前記第１のアンテ
ナを通じてデータトラフィックを有効に送信して受信する一方で、前記第２の無線アクセ
ス技術に関連する前記ページングチャネルを監視するために前記第２のアンテナを同時に
使用するステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記第１の無線アクセス技術はロングタームエボリューション無線アクセス技術を含み
、前記第２の無線アクセス技術は符号分割多元接続無線アクセス技術を含む、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記無線電子装置はハウジングを有し、
　前記第１のアンテナと前記第２のアンテナは前記ハウジングの対向する端部に配置され
、
　前記電子装置は前記第１のアンテナ及び前記第２のアンテナと前記無線周波数送受信器
回路との間に接続されるスイッチング回路を有し、
　前記無線周波数送受信器回路は、さらに第１及び第２の受信器を備え、
　前記方法は、
　前記スイッチング回路が前記第１のアンテナから前記第１の受信器へ信号をルーティン
グすると共に、前記第２のアンテナから前記第２の受信器へ信号をルーティングする第１
の構成において前記無線電子装置を動作させるステップと、
　前記スイッチング回路が前記第１のアンテナから前記第２の受信器へ信号をルーティン
グすると共に、前記第２のアンテナから前記第１の受信器へ信号をルーティングする第２
の構成において前記無線電子装置を動作させるステップと、
　をさらに有することを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
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　動作の第３のモードにおいて、前記第２の無線アクセス技術を用いて前記第２のアンテ
ナを通じてデータトラフィックを有効に送信し受信する一方で、前記第１の無線アクセス
技術に関連する前記ページングチャネルを監視するために、前記第１のアンテナを同時に
使用するステップ、
　をさらに有することを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　動作の第４のモードにおいて、前記第１の無線アクセス技術に関連するデータトラフィ
ックを受信するために、前記第１のアンテナと前記第２のアンテナとを同時に使用するス
テップ、
　をさらに有することを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　動作の前記第４のモードの間に、前記第１の無線アクセス技術に関連するデータトラフ
ィックを受信するために、前記第１のアンテナと前記第２のアンテナの両方を使用するこ
とから、前記第１の無線アクセス技術に関連するデータトラフィックを受信するために前
記第１のアンテナを使用する一方で、前記第１の無線アクセス技術に関連するページング
チャネルを監視するために前記第２のアンテナを使用することへ、一時的に切り替えるこ
とに備えて、前記第１の無線アクセス技術に関連するデータの前記無線電子装置への送信
を縮小することを無線ネットワークに指示するために、チャネル品質インジケータを前記
無線電子装置から前記無線ネットワークへ送信するステップ、
　をさらに有することを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２０１１年８月１日に出願された米国特許出願第１３／１９５７３２号、
及び２０１１年４月１８日に出願された米国仮特許出願第６１／４７６３７６号の優先権
を主張するものであり、これにより、それらの出願はその全体がここに参照として組入れ
られる。
【０００２】
　この出願は、一般に、無線通信回路に関し、より具体的には、複数の無線アクセス技術
をサポートする無線通信回路を有する電子装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　携帯用のコンピュータ及び携帯電話のような電子装置へは、多くの場合に無線通信能力
が提供される。例えば、電子装置は、携帯電話回路及びＷｉＭａｘ（登録商標）（ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６）回路のような長距離の無線通信回路を使用するかもしれない。電子装置
は、また、ＷｉＦｉ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２．１１）回路及びブルートゥース（登
録商標）回路のような短距離の無線通信回路を使用するかもしれない。
【０００４】
　いくつかの装置においては、複数の無線アクセス技術をサポートすることが望ましいか
もしれない。例えば、データセッションを処理するためのより新しい無線アクセス技術と
音声電話をサポートするためのより古い無線アクセス技術をサポートすることが望ましい
かもしれない。携帯電話に使用されている異なる無線アクセス技術の例は、モバイル通信
用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴ
Ｓ）、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）（例えば、ＣＤＭＡ２０００　１ＸＲＴＴのような
標準を含むＣＤＭＡ２０００）、及びロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を含む。
【０００５】
　理論上は、電子装置は、十分なハードウェアリソースを装置に組み込むことにより、い
くらでも所望の無線アクセス技術をサポートしうる。例えば、装置は、各無線アクセス技
術に対して、独立の無線回路と専用のアンテナとを運用してもよい。しかしながら、その
ような手法は実際には実用的ではない。サポートされる各無線アクセス技術に対して異な
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る無線チップセットとアンテナを含むことの効率の悪さに加え、このアプローチは、様々
の無線アクセス技術間の干渉を免れることを保証しないかもしれない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、１つの電子装置において複数の無線アクセス技術をサポートするための改
善された方法を提供することを可能とすることが望まれるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　無線通信回路を含む電子装置が提供されてもよい。その無線通信回路は、スイッチング
回路を用いる複数のアンテナに接続される無線周波数送受信器回路を含んでもよい。無線
周波数送受信器回路とスイッチング回路との設定を調整するために制御回路を用いてもよ
い。
【０００８】
　無線通信回路は、複数の無線アクセス技術を用いる動作をサポートしてもよい。アンテ
ナは、第１のアンテナと第２のアンテナとを含んでもよい。制御回路は、様々なアクティ
ブ及びアイドルモードの動作の組み合わせをサポートするように電子装置を設定する動的
制御信号を、送受信器回路とスイッチング回路とに供給することができる。例えば、送受
信器回路とスイッチング回路とは、特定の無線アクセス技術のための動作をサポートする
ために第１のアンテナと第２のアンテナとを同時に用いることを許可するように設定され
てもよく、または、第２のアンテナを第２の無線アクセス技術をサポートするのに用いな
がら、第１の無線アクセス技術をサポートするのに第１のアンテナを用いることを許可し
てもよい。
【０００９】
　本発明のさらなる特徴、その性質及び様々な利点は、添付の図面と、以下の好ましい実
施形態の詳細な説明から、より明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態による、無線通信回路を伴う説明のための電子装置の斜視図。
【図２】本発明の実施形態による、基地局と、無線通信回路を伴う説明のための電子装置
とを含む無線ネットワークの概略図。
【図３】本発明の実施形態による、電子装置で用いられうる説明のための無線回路の図。
【図４】本発明の実施形態による、無線電子装置で用いられうる動作の様々なモードを示
す図。
【図５】本発明の実施形態による、無線電子回路を実装するのに用いられうる、説明のた
めの回路を示す回路図。
【図６】本発明の実施形態による、複数の無線アクセス技術を用いる動作をサポートする
、複数のアンテナを伴う電子装置のための動作の、説明のための起こり得るモードを示す
表。
【図７】本発明の実施形態による、電子装置が、どのように、１つのアンテナを用いる第
２の無線アクセス技術に対するアイドルモードでの動作をサポートしながら、もう１つの
アンテナを用いる第１の無線アクセス技術に対するアイドルモードでの動作をサポートし
うるかを示すタイミング図。
【図８】本発明の実施形態による、電子装置が、どのように、第２の無線アクセス技術に
関連するページングチャネルを監視するために、その装置における複数のアンテナの１つ
を周期的に用いながら、第１の無線アクセス技術を用いてアクティブなデータセッション
をサポートしうるかを示すタイミング図。
【図９】本発明の実施形態による、電子装置が、どのように、第２の無線アクセス技術に
関連するページングチャネルを監視するために複数のアンテナを用いるように周期的に調
整されながら、第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを監視しうるかを
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示すタイミング図。
【図１０】本発明の実施形態による、電子装置が、どのように、第２の無線アクセス技術
に関連するページングチャネルを監視するための複数のアンテナの使用をサポートするこ
とを周期的に中断されながら、第１の無線アクセス技術に対するアクティブモードを運用
しうるかを示すタイミング図。
【図１１】本発明の実施形態による、電子装置が、どのように、複数のアンテナを用いる
第１の無線アクセス技術に関するアクティブモードから、単一のアンテナを用いる第２の
無線アクセス技術に関するアクティブモードへ遷移するかを示すタイミング図。
【図１２】本発明の実施形態による、電子装置が、どのように、第１の無線アクセス技術
に関するアクティブモードから２つのアンテナを用いる第２の無線アクセス技術に関する
アクティブモードへ遷移するかを示すタイミング図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　電子装置に無線通信回路が供給されるかもしれない。無線通信回路は、複数の無線アク
セス技術（通信プロトコル）をサポートするために使用されうる。例えば、電子装置は、
モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）無線アクセス技術、ユニバーサル移動通信
システム（ＵＭＴＳ）無線アクセス技術、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）無線アクセス技
術（例えば、ＣＤＭＡ２０００　１ＸＲＴＴまたは他のＣＤＭＡ無線アクセス技術）、及
びロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線アクセス技術、及び他の無線アクセス技
術の少なくとも１つを使用する通信をサポートしてもよい。
【００１２】
　いくつかの実施形態においては、電子装置は、ＬＴＥと（ここでは「１Ｘ」と呼ばれる
こともある）ＣＤＭＡ２０００　１ＸＲＴＴのような少なくとも２つの無線アクセス技術
をサポートすると説明されるかもしれない。必要に応じて、他の無線アクセス技術がサポ
ートされてもよい。ＬＴＥと１Ｘ無線アクセス技術のような２つの無線アクセス技術をサ
ポートする装置の使用は一例にすぎない。
【００１３】
　電子装置のための２つ（またはそれ以上）の無線アクセス技術は、共有される無線周波
数送受信器回路及び共通のベースバンドプロセッサ集積回路（「無線機」と呼ばれること
もある）のような、共通の無線通信回路を用いてサポートされうる。
【００１４】
　電子装置は、複数のアンテナを有していてもよい。例えば、電子装置は、１組の携帯電
話アンテナを有してもよい。アンテナは、スイッチング回路を用いる共有される無線通信
回路と、電子装置の無線回路における他の無線周波数フロントエンド回路とに接続されて
もよい。無線回路は、装置のための動作の所望のモードに応じて、リアルタイムに設定さ
れてもよい。
【００１５】
　通常のＬＴＥの動作をサポートするように設定されると、装置のアンテナのそれぞれは
、対応するＬＴＥデータストリームを受信するのに用いられうる。２つのＬＴＥデータス
トリームを受信するための２つのアンテナの同時使用（受信器ダイバーシティまたは受信
ダイバーシティと呼ばれる一種の構成）は、受信データレートを改善するのに役立つ。し
たがって、受信ダイバーシティの使用は、ＬＴＥプロトコルにより規定されている。
【００１６】
　到来する１Ｘの呼を逃すことを防ぐために、１Ｘのページングチャネルは１Ｘの呼び出
し周期ごとに１度監視されてもよい。アクティブなＬＴＥデータセッションの途絶が最小
となることを確実にするために、１Ｘの呼び出し監視のために複数のアンテナのうち１つ
を一時的に用いる一方で、他のアンテナはＬＴＥデータの受信のために用いられ続けるこ
とにより、１Ｘの呼び出しの監視動作を実行することができる。ある状態では、１Ｘペー
ジングチャネルにおける受信信号強度が低い。これらの状況においては、１Ｘページング
チャネル信号を受信するのに、一時的に両方のアンテナを用いることができる。所望の期
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間（１Ｘウェイク期間と呼ばれることもある）だけ１Ｘページングチャネルが監視された
後に、アンテナを、再び、両方ともＬＴＥデータのために用いることができる。
【００１７】
　このアンテナ割り当て手法は、電子装置の動作の間、継続的に実行されてもよい。１Ｘ
ページングチャネルを監視する必要がない期間の間、両方のアンテナを、ＬＴＥトラフィ
ックのために用いてもよい。１Ｘページングチャネルの監視のための時間に達すると、Ｌ
ＴＥトラフィックを処理するのに用いられている１つまたは両方のアンテナを、一時的に
１Ｘページングチャネルを監視するために用いることができる。
【００１８】
　複数の無線アクセス技術をサポートするために用いられうる種類の、説明のための電子
装置を図１に示す。電子装置１０は、携帯用の電子装置又は他の適切な電子装置でありう
る。例えば、電子装置１０は、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、腕
時計装置とペンダント装置とヘッドフォン装置とイヤホン装置と他のウェアラブルなまた
は小型の装置とのいずれかような多少小型の装置、携帯電話、メディアプレイヤなどであ
ってもよい。
【００１９】
　装置１０は、ハウジング１２のような筐体を含んでもよい。ケースと呼ばれる場合もあ
り得るハウジング１２は、プラスチック、ガラス、セラミックス、繊維複合体、金属（例
えば、ステンレス鋼、アルミニウムなど）、他の適切な物質、又はこれらの物質の組み合
わせで形成されてもよい。いくつかの状況では、ハウジング１２の部分は、誘電体又は他
の低伝導性物質から形成されてもよい。他の状況では、ハウジング１２、又はハウジング
１２を構成する構造の少なくともいくつかは、金属要素から形成されてもよい。
【００２０】
　装置１０は、必要に応じて、ディスプレイ１４のような表示装置を有してもよい。ディ
スプレイ１４は、例えば、容量性のタッチエレメントを内蔵するタッチスクリーンであっ
てもよい。ディスプレイ１４は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）、
プラズマセル、電子インクエレメント、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）要素、または他の適
切なイメージピクセル構造から構成される、イメージピクセルを含んでもよい。カバーガ
ラス層は、ディスプレイ１４の表面をカバーする。周辺領域２０Ｉのようなディスプレイ
１４の部分は、アクティブでなくてもよく、イメージピクセル構造を欠いていてもよい。
（破線２０により境界が示される）矩形の中央の部分２０Ａのようなディスプレイ１４の
部分が、ディスプレイ１４のアクティブな部分に対応してもよい。アクティブディスプレ
イ領域２０Ａにおいては、イメージピクセルのアレイがユーザのために画像を表示するの
に用いられる。
【００２１】
　ディスプレイ１４を覆うカバーガラスレイヤは、ボタン１６のための円形開口部のよう
な開口部、及び（例えば、ユーザのためのイヤスピーカ（ear speaker）用の）スピーカ
ポート開口部１８のようなスピーカポート開口部を有してもよい。装置１０は、また、他
の開口部（例えば、ボリュームボタン、リンガーボタン、スリープボタン、及び他のボタ
ンを収容するための、ディスプレイ１４とハウジング１２との少なくともいずれかにおけ
る開口部、オーディオジャック、データポート接続部、リムーバブルメディアスロットな
どのための開口部）を有していてもよい。
【００２２】
　ハウジング１２は、ベゼル又は（例のように）ディスプレイ１４及び装置１０の矩形の
外周を囲む金属の帯のような周辺の伝導性部材を含んでもよい。周辺の伝導性部材は、必
要に応じて、装置１０のアンテナを形成するのに用いられてもよい。
【００２３】
　アンテナは、装置１０のエッジに沿って、装置１０の背面または前面に、拡張エレメン
ト又は取り付け可能な構造として、又は装置１０の他の場所に、配置されてもよい。例と
してここで説明されることがある１つの適切な構成を用いて、ハウジング１２の下端に１
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つ以上のアンテナと、ハウジング１２の上端２２に１つ以上のアンテナとを装置１０に提
供してもよい。装置１０の対向する端部に（すなわち、装置１０が図１に示すタイプの引
き延ばされた矩形形状を有する場合のディスプレイ１４と装置１０のより狭い端部領域に
）アンテナを配置することは、ディスプレイ１４の伝導性部分（例えば、ディスプレイ１
４のアクティブ領域２０Ａにおけるピクセルアレイおよびドライバ回路）に関連する接地
構造から適切な距離に、これらのアンテナを形成することを可能としうる。
【００２４】
　必要に応じて、第１の携帯電話アンテナが領域２４に配置されてもよく、第２の携帯電
話アンテナが領域２２に配置されてもよい。全地球測位システム信号のような衛星ナビゲ
ーション信号、又はＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ）若しくはブルートゥース信号のよ
うな無線ローカルエリアネットワーク信号を処理するための信号アンテナ構造もまた、（
別個の追加アンテナとして、又は第１の携帯電話アンテナ及び第２の携帯電話アンテナの
部分として）領域２２と領域２４との少なくともいずれかに備えられてもよい。アンテナ
構造は、また、ＷｉＭａｘ（ＩＥＥＥ８０２．１６）信号を処理するために領域２２と領
域２４との少なくともいずれかに備えられてもよい。
【００２５】
　領域２２及び領域２４においては、伝導性ハウジング構造及びプリント基板と、装置１
０を構成する他の伝導性電気部品との間に開口部が形成されてもよい。これらの開口部は
、空気、プラスチック、又は他の誘電体が充てんされてもよい。伝送性ハウジング構造と
他の伝導性構造とは、装置１０においてアンテナのための接地面としての役目を果たしう
る。領域２２と領域２４における開口部は、オープンまたはクローズドのスロットアンテ
ナにおけるスロットとしての役割を果たし、ループアンテナにおけるマテリアルの伝導パ
スにより囲まれる中央の誘電体領域としての役目を果たし、ストリップアンテナの共振素
子のようなアンテナ共振素子又は伝導性周辺ハウジング構造の部分から形成される逆Ｆア
ンテナ共振素子のような逆Ｆアンテナ共振素子を、接地面から分離する空間としての役割
を果たし、又は、それでなければ、領域２２及び領域２４に形成されるアンテナ構造の部
分としての役目を果たし得る。
【００２６】
　同一のアンテナが領域２２と領域２４とに形成されてもよい（すなわち、それぞれが携
帯電話の帯域または他の注目する通信帯域の同一のセットをカバーするアンテナが、領域
２２と領域２４とにおいて形成されてもよい）。レイアウトの制約又は他の設計上の制約
により、同一のアンテナを用いることが望ましくないかもしれない。むしろ、領域２２と
領域２４とにおいて、異なるデザインを用いる（例えば、異なるゲインを示す、異なるア
ンテナのタイプとデザインとの少なくともいずれかを用いる）アンテナを実装することが
望ましいかもしれない。例えば、（例のように）、領域２４における第１のアンテナは、
注目する携帯電話の帯域の１つのセットをカバーしてもよく、領域２２における第２のア
ンテナは、注目する携帯電話の帯域の異なるセットをカバーしてもよい。帯域の第１のサ
ブセットと、帯域の第２のサブセットとのいずれかをカバーするようにリアルタイムでア
ンテナを調整し、それにより注目する帯域の全てをカバーするための調整回路を用いても
よい。
【００２７】
　必要に応じて、装置１０において、いずれのアンテナが用いられるかをリアルタイムに
自動選択するために、装置１０の回路で実行されるアンテナ選択制御アルゴリズムを用い
ることができる。例えば、アンテナは、プライマリアンテナ（例えば、第１のゲインを示
す領域２４におけるアンテナ）とセカンダリアンテナ（例えば、第１のゲインより小さい
第２のゲインを示す領域２４におけるアンテナ）を含んでもよい。アンテナ選択制御アル
ゴリズムは、プライマリアンテナがベースバンドプロセッサに関連する第１のポートに接
続されるように、そして、セカンダリアンテナがベースバンドプロセッサに関連する第２
のポートへ接続されるように、又はその逆となるように、装置１０における回路を設定し
てもよい。アンテナ選択は、例えば、受信信号の評価された信号品質に基づいてもよい。
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信号を受信するのにいずれのアンテナが使用されるべきかの選択に加えて、装置１０の回
路を装置１０の送受信器回路とベースバンドプロセッサ回路とを調整するのに用いてもよ
い。例えば、到来する１Ｘページング信号に対して１Ｘページングチャネルを監視するの
に１つまたは両方のアンテナを用いるように、装置１０の回路を一時的に設定してもよい
。
【００２８】
　装置１０は、あらゆる適切な数のアンテナ（例えば２本以上のアンテナ、３本以上のア
ンテナなど）を用いてもよいが、ここでは例として、２つのアンテナが用いられる構成に
ついて説明することがある。装置１０は、（例えば帯域カバレッジにおいて、効率におい
てなど）実質的に同一の複数のアンテナを用いてもよいし、他の種類のアンテナ構成を用
いてもよい。
【００２９】
　電子装置１０が動作するかもしれないシステムの概略図を図２に示す。図２に示すよう
に、システム１１は、基地局２１のような無線ネットワーク装置を含んでもよい。基地局
２１のような基地局は、携帯電話ネットワークまたは他の無線ネットワーク装置に関連し
てもよい。装置１０は、無線リンク２３（例えば携帯電話リンクまたは他の無線通信リン
ク）を介して基地局２１と通信してもよい。
【００３０】
　装置１０は、記憶装置および処理回路２８のような制御回路を含んでもよい。記憶装置
および処理回路２８は、ハードディスクドライブ記憶装置、不揮発性メモリ（例えば、ソ
リッドステートドライブを形成するように構成される、フラッシュメモリまたは他の電気
的にプログラム可能な読み出し専用メモリ）、揮発性メモリ（例えば、スタティックラン
ダムアクセスメモリまたはダイナミックランダムアクセスメモリ）などのような記憶装置
を含んでもよい。記憶装置および処理回路２８と無線通信回路３４の制御回路のような他
の制御回路における処理回路は、装置１０の動作を制御するために用いられてもよい。こ
の処理回路は、１つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナ
ルプロセッサ、ベースバンドプロセッサ、電力管理部、オーディオコーデックチップ、特
定用途向け集積回路などに基づいてもよい。
【００３１】
　記憶装置および処理回路２８は、装置１０上で、インターネットブラウジング・アプリ
ケーション、ボイス・オーバー・インターネット・プロトコル（ＶｏＩＰ）通話アプリケ
ーション、電子メールアプリケーション、メディア再生アプリケーション、オペレーティ
ングシステム機能などのような、ソフトウェアを実行するのに用いられてもよい。基地局
２１のような外部装置との相互作用をサポートするために、記憶装置および処理回路２８
は、通信プロトコルを実装するのに用いられてもよい。記憶装置および処理回路２８を用
いて実装されうる通信プロトコルは、インターネットプロトコル、無線ローカルエリアネ
ットワークプロトコル（例えばＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル－ＷｉＦｉと呼ぶことも
ある）、ブルートゥースプロトコルのような他の短距離無線通信リンクのためのプロトコ
ル、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭａｘ）プロトコル、ロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）プロトコル、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）プロトコル、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）プロトコル、及びユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ）プ
ロトコルのような、携帯電話プロトコルなどを含む。
【００３２】
　回路２８は、装置１０のための制御アルゴリズムを実行するように構成されてもよい。
無線周波数スイッチング回路、送受信器回路及び他の装置リソースを制御するために、制
御アルゴリズムを用いてもよい。例えば、特定のアンテナを信号の送信と受信との少なく
ともいずれかの使用に切り替えるように、無線回路３４を設定するために、制御アルゴリ
ズムを用いてもよく、又は、制御アルゴリズムは、複数のアンテナを同時に使用するよう
に切り替えてもよい。また、送信器と受信器とを所望の周波数へ調整し、タイマを実装し
、測定された装置の動作パラメータと所定の基準とを比較するなどのために、送信器と受
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信器とを有効化し、無効化するために、制御アルゴリズムを用いてもよい。
【００３３】
　いくつかのシナリオでは、センサ信号と、受信信号（例えば受信パイロット信号、受信
ページング信号、受信音声呼トラフィック、受信制御チャネル信号、受信データトラフィ
ックなど）の品質を反映する信号とを収集するのに、回路２８を用いてもよい。装置１０
において構成される信号品質測定値の例は、ビットエラーレート測定値、信号対雑音比測
定値、到来する無線信号に関する電力量の測定値、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ
）情報（ＲＳＳＩ測定値）に基づくチャネル品質測定値、受信信号符号電力（ＲＳＣＰ）
情報（ＲＳＣＰ測定値）に基づくチャネル品質測定値、参照シンボル受信電力（ＲＳＲＰ
測定値）、信号対干渉比（ＳＩＮＲ）及び信号対雑音比（ＳＮＲ）情報（ＳＩＮＲ及びＳ
ＮＲ測定値）に基づくチャネル品質測定値、Ｅｃ／Ｉｏ又はＥｃ／Ｎｏデータ（Ｅｃ／Ｉ
ｏ及びＥｃ／Ｎｏ測定値）のような信号品質データに基づくチャネル品質測定値などを含
む。この情報と他のデータは、装置１０の無線回路をどのように設定するかを制御するの
に用いられてもよく、そうでなければ、装置１０を制御し、設定するのに用いられてもよ
い。
【００３４】
　データを装置１０へ供給することを可能とし、データを装置１０から外部装置へ提供す
ることを可能とするために、入力出力回路３０を用いてもよい。入力出力回路３０は、入
力出力装置３２を含んでもよい。入力出力装置３２は、タッチスクリーン、ボタン、ジョ
イスティック、クリックホイール、スクローリングホイール、タッチパッド、キーパッド
、キーボード、マイク、スピーカ、音源、バイブレータ、カメラ、センサ、発光ダイオー
ド及び他の状態表示器、データポートなどを含んでもよい。ユーザは、入力出力装置３２
を介してコマンドを供給することにより、装置１０の動作を制御することができ、状態情
報および他の出力を入力出力装置３２の出力リソースを用いて装置１０から受け取っても
よい。
【００３５】
　無線通信回路３４は、１つ以上の集積回路、電力増幅回路、低雑音入力増幅器、パッシ
ブＲＦ部品、１つ以上のアンテナ、及びＲＦ無線信号を処理するための他の回路から形成
される、無線周波数（ＲＦ）送受信器回路を含んでもよい。
【００３６】
　無線通信回路３４は、（例えば、衛星ナビゲーション信号を１５７５ＭＨｚで受信する
ための）全地球測位システム（ＧＰＳ）受信器回路３５のような衛星ナビゲーションシス
テム受信器回路を含んでもよい。送受信器回路３６は、ＷｉＦｉ（ＩＥＥＥ８０２．１１
）通信のための関連する帯域、例えば２．４ＧＨｚ及び５ＧＨｚ帯域を処理してもよく、
２．４ＧＨｚブルートゥース通信帯域を処理してもよい。回路３４は、７００ＭＨｚ、８
５０ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、１８００ＭＨｚ、１９００ＭＨｚ、及び２１００ＭＨｚのよ
うな携帯電話帯域、又は他の注目の携帯電話帯域における無線通信を処理するために、携
帯電話送受信器回路３８を使用してもよい。無線通信回路３４は、必要に応じて、他の短
距離及び長距離無線リンクのための回路（例えばＷｉＭａｘ回路など）を含むことができ
る。無線通信回路３４は、例えば、ラジオ及びテレビ信号を受信するための無線回路、ペ
ージング回路などを含んでもよい。ＷｉＦｉおよびブルートゥースリンク及び他の短距離
無線リンクにおいては、無線信号は、典型的には、数十又は数百フィートを超えてデータ
を運ぶために使用される。携帯電話リンク及び他の長距離リンクでは、無線信号は、典型
的には、数千フィート又は数マイルを超えてデータを運ぶために使用される。
【００３７】
　無線通信回路３４は、アンテナ４０を含んでもよい。アンテナ４０は、あらゆる適切な
タイプのアンテナを用いて形成されてもよい。例えば、アンテナ４０は、ループアンテナ
構造、パッチアンテナ構造、逆Ｆアンテナ構造、クローズドスロットアンテナ及びオープ
ンスロットアンテナ構造、平面逆Ｆアンテナ構造、ヘリカルアンテナ構造、ストリップア
ンテナ、モノポール、ダイポール、これらのデザインのハイブリッドなどから形成され、
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共振素子を伴うアンテナを含んでもよい。異なる種類のアンテナは、異なる帯域及び帯域
の組み合わせのために用いられてもよい。例えば、１つの種類のアンテナは、（例えば、
ＷｉＦｉトラフィック又は他の無線ローカルエリアネットワークのトラフィックを処理す
るための）ローカル無線リンクアンテナを形成するのに用いられてもよく、もう１つの種
類のアンテナは、（例えば、音声呼及びデータセッションのようなセルラネットワークの
トラフィックを処理するための）遠隔の無線リンクアンテナを形成するのに用いられても
よい。図１に関連して説明したように、装置１０の中に複数の携帯電話アンテナがあって
もよい。例えば、１つの携帯電話アンテナが装置１０の領域２４に、もう１つの携帯電話
アンテナが装置１０の領域２２にあってもよい。これらのアンテナは固定されていてもよ
いし、調節可能であってもよい。
【００３８】
　制御アルゴリズムを実行するための制御コードを記憶し、実行するように構成される制
御回路は、装置１０を制御することができる。図３に示すように、制御回路４２は、記憶
装置および処理回路２８（例えばマイクロプロセッサ、メモリ回路など）を含んでもよく
、ベースバンドプロセッサ集積回路５８を含んでもよい。ベースバンドプロセッサ５８は
、無線回路３４の部分を形成してもよく、メモリと処理回路とを含んでもよい（すなわち
、ベースバンドプロセッサ５８は、装置１０の記憶装置および処理回路の一部を形成する
と考えられる）。
【００３９】
　ベースバンドプロセッサ５８は、記憶装置および処理回路２８（例えば、マイクロプロ
セッサ、不揮発性メモリ、揮発性メモリ、他の制御回路など）へ、パス４８を介してデー
タを提供する。パス４８上のデータは、受信電力、送信電力、フレームエラーレート、ビ
ットエラーレート、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）情報に基づくチャネル品質測
定値、受信信号符号電力（ＲＳＣＰ）情報に基づくチャネル品質測定値、参照シンボル受
信電力（ＲＳＲＰ）情報に基づくチャネル品質測定値、信号対干渉比（ＳＩＮＲ）及び信
号対雑音比（ＳＮＲ）情報に基づくチャネル品質測定値、Ｅｃ／Ｉｏ又はＥｃ／Ｎｏデー
タのような信号品質データに基づくチャネル品質測定値、電子装置からの要求に対応する
応答（肯定応答）が携帯電話の電波塔から受信されているかの情報、ネットワークアクセ
ス手順が成功したかの情報、いくつの再送が電子装置とセルラの電波塔との間のセルラリ
ンクを介して要求されているかの情報、シグナリングメッセージの消失を受けたかの情報
、ページング信号が無事に受信されたかの情報、および無線回路３４の性能を反映する他
の情報のような、受信信号に対する無線（アンテナ）性能のメトリクスに関連する未加工
のおよび処理されたデータを含む。この情報は、記憶装置および処理回路２８とプロセッ
サ５８との少なくともいずれかにより解析されてもよく、それに応じて、記憶装置および
処理回路２８（または、必要に応じて、ベースバンドプロセッサ５８）は、無線回路３４
を制御するための制御コマンドを発行してもよい。例えば、記憶装置および処理回路２８
がパス５２及びパス５０上に制御コマンドを発行してもよく、ベースバンドプロセッサ５
８はパス４６及びパス５１上にコマンドを発行してもよく、その両方が行われてもよい。
【００４０】
　無線回路３４は、無線周波数送受信器回路６０及び無線周波数フロントエンド回路６２
のような無線周波数送受信器回路を含んでもよい。無線周波数送受信器回路６０は、送受
信器５７及び６３のような１つ以上の無線周波数送受信器を含んでもよい。いくつかの送
受信器は、送信器と受信器との両方を含んでもよい。必要に応じて、１つ以上の送受信器
は、（例えば、受信ダイバーシティ手法を実装するのに用いるために）受信回路を備える
が、送信器回路を備えなくてもよい。図３の例示の構成に示すように、送受信器５７は送
信器５９のような送信器と受信器６１のような受信器を含んでもよく、また、送受信器６
３は送信器６７のような送信器と受信器６５のような受信器とを含んでもよい。
【００４１】
　ベースバンドプロセッサ５８は、送信されるべきデジタルデータを記憶装置および処理
回路２８から受信してもよく、パス４６と無線周波数送受信器回路６０とを、対応する無
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線周波数信号を送信するのに用いてもよい。無線周波数フロントエンド６２は、無線周波
数送受信器６０とアンテナ４０との間に接続されてもよく、無線周波数送受信器回路６０
により生成される無線周波数信号をアンテナ４０へ搬送するのに用いられてもよい。無線
周波数フロントエンド６２は、無線周波数スイッチ、インピーダンス整合回路、フィルタ
、及び、アンテナ４０と無線周波数送受信器６０との間のインタフェースを形成するため
の他の回路を含んでもよい。
【００４２】
　アンテナ４０により受信される到来した無線周波数信号は、無線周波数フロントエンド
６２、パス５４及び５６のようなパス、無線周波数送受信器６０の受信器回路、及びパス
４６のようなパスを介してベースバンドプロセッサ５８へ供給されてもよい。パス５６が
送受信器６３に関連する信号を処理するのに用いられてよいのに対して、パス５４は、例
えば、送受信器５７に関連する信号を処理するのに用いられてもよい。ベースバンドプロ
セッサ５８は、受信信号を、記憶装置および処理回路２８へ供給されるデジタルデータへ
変換してもよい。ベースバンドプロセッサ５８は、また、受信信号から、送受信器が現在
調整されているチャネルに対する信号品質を示す情報を抽出してもよい。例えば、ベース
バンドプロセッサと制御回路４２の他の回路との少なくともいずれかは、ビットエラーレ
ート測定値、到来した無線信号に関連する電力量の測定値、強度インジケータ（ＲＳＳＩ
）情報、受信信号符号電力（ＲＳＣＰ）情報、参照シンボル受信電力（ＲＳＲＰ）情報、
信号対干渉比（ＳＩＮＲ）情報、信号対雑音比（ＳＮＲ）情報、Ｅｃ／Ｉｏ又はＥｃ／Ｎ
ｏデータのような信号品質データに基づくチャネル品質測定値などを生成するために受信
信号を解析してもよい。
【００４３】
　無線周波数フロントエンド６２は、スイッチング回路を含んでもよい。スイッチング回
路は、制御回路４２から受信した制御信号（例えば、パス５０を介した記憶装置および処
理回路２８からの制御信号と、パス５１を介したベースバンドプロセッサ５８からの制御
信号との少なくともいずれか）により設定されてもよい。スイッチング回路は、送受信器
５７をアンテナ４０Ｂへ、そして送受信器６３をアンテナ４０Ａへ、そしてその逆を接続
するのに用いられるスイッチ（スイッチ回路）を含んでもよい。パス５２を介する記憶装
置および処理回路２８からの制御信号とパス４６を介するベースバンドプロセッサ５８か
らの制御信号との少なくともいずれかにより、無線周波数送受信器回路６０は設定されて
もよい。
【００４４】
　使用される受信器及びアンテナの数は、装置１０に対する動作モードに依存してもよい
。例えば、通常のＬＴＥの動作においては、装置１０のための受信ダイバーシティ手法を
実行するために、アンテナ４０Ａと４０Ｂがそれぞれの受信器６１及び６５と共に用いら
れてもよい。このタイプの構成を使用すると、２つのＬＴＥデータストリームを同時に受
信し、ベースバンドプロセッサ５８を用いて処理しうる。到来する１Ｘの呼び出しのため
の１Ｘページングチャネルを監視することが望まれる場合、アンテナの１つまたは両方を
、１Ｘページングチャネル信号を受信するのに一時的に用いてもよい。
【００４５】
　制御回路４２は、１つより多くの無線アクセス技術を処理するためのソフトウェアを実
行するために用いられてもよい。例えば、ベースバンドプロセッサ５８は、プロトコルス
タック１Ｘ及びプロトコルスタックＬＴＥのような複数のプロトコルスタック５９０を実
行するためのメモリと制御回路とを含んでもよい。プロトコルスタック１Ｘは、（例のよ
うに）ＣＤＭＡ２０００　１ＸＲＴＴのような第１の無線アクセス技術と関連付けられて
もよい。プロトコルスタックＬＴＥは、（例のように）ＬＴＥのような第２の無線アクセ
ス技術と関連付けられてもよい。動作の間、装置１０は１Ｘ機能を処理するためにプロト
コルスタック１Ｘを用いてもよく、ＬＴＥ機能を処理するためにプロトコルスタックＬＴ
Ｅを用いてもよい。必要に応じて、装置１０において追加のプロトコルスタック、追加の
送受信器、追加のアンテナ４０、及び他の追加のハードウェアとソフトウェアとの少なく
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ともいずれかを用いてもよい。図３の構成は一例にすぎない。
【００４６】
　ＬＴＥ及び１Ｘトラフィックをサポートするのにベースバンドプロセッサ５８と無線周
波数回路６０とを使用できる構成を用いる図３の無線回路を実装することによる、装置１
０のコストと複雑性とを最小化することが望まれるかもしれない。
【００４７】
　ＬＴＥ無線アクセス技術が一般にデータトラフィックを運ぶのに用いられてもよい一方
で、１Ｘ無線アクセス技術は一般に、音声トラフィックを運ぶのに用いられてもよい。１
Ｘの音声呼がＬＴＥデータトラフィックにより妨害されないことを確実にするため、１Ｘ
の動作は、ＬＴＥの動作に優先してもよい。到来するページング信号のために１Ｘページ
ングチャネルを監視することのような動作が、不必要にＬＴＥの動作を中断させないこと
を確実にするために、制御回路４２は、可能であればいつでも、無線リソースがＬＴＥ機
能と１Ｘ機能との間で共有されるように、装置１０の無線回路を設定することができる。
【００４８】
　ユーザに１Ｘの呼が到来すると、１Ｘネットワークは、１Ｘページングチャネル上で（
呼び出し（page）と呼ばれることがある）ページング信号を、基地局２１を用いて装置１
０へ送信してもよい。装置１０が到来した呼び出しを検出すると、装置１０は、到来した
１Ｘの呼を設定し、受信するために、適切な処置（例えば、呼確立手順）を行うことがで
きる。呼び出しは、装置１０のような装置が呼び出しを無事受信するための複数の機会を
有することができるように、典型的には、ネットワークにより固定時間間隔において数回
送信される。
【００４９】
　適切な１Ｘの呼び出しの受信は、装置１０の無線回路を１Ｘページングチャネルに合わ
せることを要求する。送受信器回路６０が１Ｘページングチャネルに合わせない場合、又
はベースバンドプロセッサ５８において１Ｘプロトコルスタックが到来する呼び出しに対
してページングチャネルを監視しなかった場合、１Ｘの呼び出しは失われるであろう。一
方、１Ｘページングチャネルの過度なモニタリングは、アクティブなＬＴＥデータセッシ
ョンへ悪影響があるかもしれない。
【００５０】
　電力を節約するために、１Ｘプロトコルスタック及びＬＴＥプロトコルスタックが（ス
リープモード機能と呼ばれることもある）アイドルモードの動作をサポートすることが望
ましいかもしれない。ネットワークオペレータがこの特徴を有効にしている場合、１Ｘア
イドルモードの間、サポートされうる１Ｘ音声オペレーションは、クイックページングチ
ャネル（Ｑ－ＰＣＨ）の復号／監視、ページングチャネルの復号／監視、（装置がその前
の登録ゾーンから出た場合の）装置の再登録、装置が圏外状態に入った場合のシステムス
キャンの開始、及びネットワーク制御チャネル上のオーバーヘッドメッセージ（例えば、
基地局識別情報、ネットワーク識別情報、いずれのオプションの特徴がネットワークオペ
レータにより有効化されているかの情報などのような情報を運ぶメッセージ）の読み出し
を含む。
【００５１】
　３つの潜在的な動作状態、ウェイクモード、スリープモード、及び圏外スリープモード
、がアイドルモードの動作と関連付けられてもよい。
【００５２】
　ウェイクモードの場合、装置は、呼び出しのためにネットワークから監視され、装置１
０が稼働中であるかを判定するために監視される。装置が呼び出しを受信しておらず、稼
働中である場合、装置はスリープモードに置かれているかもしれない。装置が圏外である
場合、利用可能なネットワークを識別するために、システムスキャンが実行されてもよい
。利用可能なサービスがない場合、圏外表示を表示してもよく、装置は、ある期間の間、
圏外スリープモードに置かれてもよい。圏外スリープモードから起動されると、装置は、
もう一度、サービスを検索する。サービスが検出されると、装置は、スリープモードに置



(15) JP 2012-257204 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

かれてもよい。
【００５３】
　周期的に、装置はスリープモードからウェイクモードへ起動させられるべきである。装
置がウェイクモードの間に呼び出しを受信した場合に、通信リンクを確立してもよい。例
えば、１Ｘネットワークにおいて、１Ｘ呼（例えば音声呼）を確立するために呼設定動作
を実行してもよい。呼が完了した時点で、装置は、スリープモードへ戻されてもよい。
【００５４】
　このスリープ－ウェイクのページング周期は、装置１０の動作の間、継続的に繰り返さ
れてもよい。各ページング周期につき、装置は到来する呼び出しのためのページングチャ
ネルを監視するために、ある期間の間、起動させられてもよい。電力を節約するために、
その後、装置は、到来する呼び出しが検出されない限り、スリープモードに戻されてもよ
い。
【００５５】
　装置１０は、１Ｘ及びＬＴＥ無線アクセス技術の両方のためのアクティブモードの動作
とアイドルモードの動作とをサポートすることができる。無線回路３４と制御回路４２と
を用いて１Ｘ及びＬＴＥの動作を共にサポートする装置１０の能力は、１Ｘ及びＬＴＥの
動作のモードに依存する。
【００５６】
　例として、ベースバンドプロセッサ５８とプロトコルスタックＬＴＥとがアイドルモー
ドまたはアクティブモードにおけるＬＴＥの動作をサポートするのに使用されながら、ベ
ースバンドプロセッサ５８とプロトコルスタック１Ｘとがアイドルモードにおける１Ｘの
動作をサポートするのに用いられている状況を検討する。１Ｘページングチャネル上での
信号強度が十分である場合、装置１０のアンテナの１つ（例えば、図３のアンテナ４０Ｂ
又は４０Ａ）を、ＬＴＥの動作よりも１Ｘページングチャネルの監視動作のために使用し
てもよい。これはＬＴＥの動作のために受信ダイバーシティを実行するのに通常用いられ
る２つのアンテナのうち１つを一時的に占有するが、無線回路３４における残りのアンテ
ナはＬＴＥトラフィックを処理するのに用いられたままでありうる。１Ｘページング信号
強度が、単一の１Ｘアンテナのみを用いて到来する呼び出しを受信することを可能とする
のに十分である環境は、したがって、装置１０が、１Ｘアイドルモードで同時に動作しな
がら、ＬＴＥアイドル又はアクティブモードで動作することを可能とする。
【００５７】
　装置１０が、アクティブな１Ｘの動作を単一のアンテナを用いて（すなわち、１Ｘ信号
強度が十分に強いため）サポートすることができる環境においては、残りのアンテナをＬ
ＴＥアイドルモードの動作をサポートするのに用いてもよい。
【００５８】
　図４は、どのように装置１０が動作の間に異なる状態間で遷移しうるかを示す状態図で
ある。ＬＴＥトラフィックが装置１０とネットワーク２３との間で運ばれている通常の動
作の間、装置１０は、状態１００により図示されるように、両方のアンテナ（例えば、図
３のアンテナ４０Ａ及び４０Ｂ）を用いてもよい。２つのアンテナの同時使用は、ＬＴＥ
プロトコルに準拠する受信ダイバーシティ手法を装置１０が実行することを可能とする。
状態１００の動作の間、ＬＴＥトラフィックの２つの別個の到来ストリームを受信し、処
理するのに、プロトコルスタックＬＴＥを使用してもよい。例えば、受信器６１とアンテ
ナ４０の１つを第１のＬＴＥトラフィックストリームを受信するのに用いてもよく、受信
器６５と２番目のアンテナ４０とを第２のＬＴＥトラフィックストリームを受信するのに
用いてもよい。ベースバンドプロセッサ５８に、パス４６を介してこれらの２つの並列Ｌ
ＴＥデータストリームを供給してもよく、ベースバンドプロセッサ５８は、到来トラフィ
ックを結合して、記憶装置および処理回路２８のような装置１０の回路のためのデータに
してもよい。ＬＴＥデータを送信するのに単一の無線周波数送信器（例えば送信器５９）
を装置１０が用いる環境において、回路４２は、送信器５９からの送信信号がアンテナ４
０Ａとアンテナ４０Ｂとのいずれかに送られるように、無線周波数送受信器回路６０と無
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線周波数フロントエンド回路６２とを設定してもよい。ＬＴＥデュアルアンテナのアイド
ルモードの動作は、状態１００においても実行されてもよい。
【００５９】
　装置１０が到来する１Ｘの呼を逃さないことを確実にするために、装置１０は、ＬＴＥ
機能の一部又はすべてを絞り、１Ｘの呼び出しの監視動作を実行する状態へ、周期的に遷
移してもよい。装置１０の制御回路４２は、例えば、図４の状態１０２又は状態１０４へ
装置１０を遷移させてもよい。
【００６０】
　制御回路４２は、状態１０２又は状態１０４へ遷移するかを判定するために、信号品質
測定値（例えば受信信号強度インジケータ、又は受信信号品質の他の測定値）を用いても
よい。信号品質が十分である場合、装置１０は、１つのアンテナがＬＴＥのために用いら
れると共に１つのアンテナが１Ｘ（例えば１Ｘアクティブモードの動作又は１Ｘの呼び出
し監視動作）のために使用される状態１０２へ遷移してもよい。信号品質がより低い場合
は、１Ｘの呼び出し監視動作に対処するための複数のアンテナの使用が要求されてもよく
、したがって、装置１０は、２つのアンテナが１Ｘの動作のために（例えば、到来する呼
び出しのための１Ｘページングチャネルの監視に）使用される状態１０４へ遷移してもよ
い。
【００６１】
　装置１０において判定のために形成される信号品質測定値の例は、ビットエラーレート
測定値、信号対雑音比測定値、到来する無線信号に関連する電力量の測定値、受信信号強
度インジケータ（ＲＳＳＩ）情報（ＲＳＳＩ測定値）に基づくチャネル品質測定値、受信
信号符号電力（ＲＳＣＰ）情報（ＲＳＣＰ測定値）に基づくチャネル品質測定値、参照シ
ンボル受信電力（ＲＳＲＰ測定値）、信号対干渉比（ＳＩＮＲ）及び信号対雑音比（ＳＮ
Ｒ）情報（ＳＩＮＲ及びＳＮＲ測定値）に基づくチャネル品質測定値、Ｅｃ／Ｉｏ又はＥ
ｃ／Ｎｏデータ（Ｅｃ／Ｉｏ及びＥｃ／Ｎｏ測定値）に基づくチャネル品質測定値などを
含む。
【００６２】
　１つの説明のための構成を使用して、装置１０は、１Ｘ信号品質が閾値ＴＨ１より大き
いＲＳＳＩの値を有するという条件で、１Ｘの呼び出し監視動作を実行するために状態１
００から状態１０２へ遷移するとともに、１Ｘ信号品質がＴＨ１より小さいＲＳＳＩの値
を有する場合は、１Ｘの呼び出し監視動作を実行するために状態１００から状態１０４へ
遷移するであろう。状態１０２又は状態１０４への遷移をするかを判定するために、他の
信号品質測定値と閾値とが制御回路４２によって使用されてもよい。ＲＳＳＩ信号品質測
定値の使用は単なる例である。
【００６３】
　図５は、装置１０を実装するのに使用されうる例示の回路を示す回路図である。図５の
説明のための例において、装置１０は２つのアンテナ－アンテナ４０Ａ及び４０Ｂを有す
る。必要に応じて、装置１０は、図３に関連して説明したように、追加のアンテナ４０を
有してもよい。図５の装置１０は、２つの受信器（受信器回路６１及び受信器回路６５）
と送信器（送信器回路５９）とを含む無線周波数送受信器回路６０を有する。ベースバン
ドプロセッサ５８は、ＬＴＥの動作に対処するためのプロトコルスタックＬＴＥと１Ｘの
動作に対処するためのプロトコルスタック１Ｘのようなプロトコルスタック５９０を有す
る。パス４６はベースバンドプロセッサ５８を無線周波数送受信器回路６０に接続するの
に用いられてもよい。無線周波数送受信器回路６０は、無線周波数フロントエンド回路６
２を介してアンテナ４０Ａ及び４０Ｂへ接続されてもよい。
【００６４】
　ベースバンドプロセッサ５８からのデータは、パス４６におけるパスＴＸを介して送信
器回路５９へ運ばれてもよい。パス１０６は、送信されるべきデータを低域通過フィルタ
１０８へ運ぶのに用いられてもよい。送信器の局部発振器１１２は局部発信出力信号をア
ップコンバータ回路１１０へ供給してもよい。アップコンバータ回路１１０は、低域通過
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フィルタ１０８からのデータ信号をアップコンバートし、対応する無線周波数出力信号を
増幅器１１４へ供給してもよい。増幅器１１４は、無線周波数信号バージョンの送信デー
タを増幅し、この信号を多重化器回路１１６（または他の適切なスイッチング回路）へ提
供してもよい。多重化器１１６は、送信データがプロトコルスタックＬＴＥにより供給さ
れているＬＴＥデータである場合にデータをパスＬＴＥ　ＴＸへ供給し、送信データがプ
ロトコルスタック１Ｘにより提供されている１Ｘデータである場合にパス１Ｘ　ＴＸへデ
ータを供給してもよい。多重化器回路１１６と送受信器６０の他の回路の状態は、ベース
バンドプロセッサ５８と記憶装置および処理回路２８（例えば図３の制御回路４２）との
少なくともいずれかにより供給される制御信号により制御されてもよい。
【００６５】
　無線周波数フロントエンド６２は、フィルタと、送受信器回路６０とアンテナ４０Ａ及
び４０Ｂとの間で到来信号と出力信号とをルーティングするためのスイッチング回路とを
含んでもよい。例えば、無線周波数フロントエンド回路６２は、スイッチ１２２のような
クロスオーバー（２極双投、double-pole-double-throw）スイッチの機能を実装するスイ
ッチング回路を含んでもよい。スイッチ１２２の状態は、制御回路４２からパスＣ３上で
受信される制御信号により制御されてもよい。第１の状態において、スイッチ１２２は、
信号をポートＰ１０とＰ１１との間でルーティングすると共に、信号をポートＰ１２とＰ
１３との間でルーティングしてもよい。第２の（逆の）状態では、スイッチ１２２は、ポ
ートＰ１０をポートＰ１３へ接続すると共に、ポートＰ１２をポート１１へ接続してもよ
い。
【００６６】
　スイッチ１２２の状態は、それぞれのアンテナにいずれの受信器及び送信器回路が接続
されるかを制御するのに用いられてもよい。例えば、スイッチ１２２の状態は、送信信号
がアンテナ４０Ａを介して送信されるか、アンテナ４０Ｂを介して送信されるかを制御す
るのに用いられてもよい。スイッチ１２２がその第１の状態にある場合は、パスＬＴＥ　
ＴＸからのＬＴＥ信号又はパス１Ｘ　ＴＸからの１Ｘ信号のような送信信号は、アンテナ
４０Ａを通じて送信されてもよい。スイッチ１２２がその第２の状態にある場合は、パス
ＬＴＥ　ＴＸからのＬＴＥ信号又はパス１Ｘ　ＴＸからの１Ｘ信号のような送信信号はア
ンテナ４０Ｂを通じて送信されてもよい。
【００６７】
　パスＬＴＥ　ＴＸ上の送信ＬＴＥ信号は増幅器１２８により増幅されてもよい。デュプ
レクサフィルタ回路１１８は、信号をその周波数に基づいてルーティングしてもよい。ス
イッチ１２０のポートＰ４から受信される、到来する無線周波数信号は、パスＬＴＥ　Ｒ
Ｘ１へルーティングされてもよい。増幅器１２８の出力からの送信信号はスイッチ１２０
のポートＰ４へルーティングされてもよい。
【００６８】
　多重化器１１６からのパス１Ｘ　ＴＸ上の送信１Ｘ信号は、増幅器１３０により増幅さ
れてもよい。デュプレクサフィルタ回路１２６は、信号をその周波数に基づいてルーティ
ングしてもよい。スイッチ１２０のポートＰ５から受信される無線周波数信号は、パス１
Ｘ　ＲＸ１へルーティングされてもよい。増幅器１３０の出力からの送信信号はスイッチ
１２０のポートＰ５へルーティングされてもよい。
【００６９】
　無線周波数スイッチ１２０のような無線周波数フロントエンド回路６２における無線周
波数スイッチング回路は、制御信号パスＣ１上で受信される制御回路４２からの制御信号
により制御されてもよい。第１の状態においては、無線周波数スイッチ１２０は、ポート
Ｐ６をポートＰ４へ接続してもよく、第２の状態においては、無線周波数スイッチ１２０
はポートＰ６をポートＰ５へ接続してもよい。ポートＰ４とポートＰ６とが接続される場
合、アンテナ構造４０からの受信無線周波数信号は、ポートＰ６からポートＰ４へルーテ
ィングされてもよく、送信無線周波数信号は、アンテナ構造４０を介しての送信のために
、ポートＰ４からポートＰ６へルーティングされてもよい。ポートＰ５とポートＰ６とが
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接続される場合、アンテナ構造４０からの受信無線周波数信号は、ポートＰ６からポート
Ｐ５へルーティングされてもよく、送信無線周波数信号は、アンテナ構造４０を介しての
送信のために、ポートＰ５からポートＰ６へルーティングされてもよい。
【００７０】
　無線周波数フロントエンド回路６２は、また、無線周波数スイッチ１２４のような無線
周波数スイッチング回路を含んでもよい。無線周波数スイッチ１２４は、制御回路４２に
より設定されてもよい。具体的には、無線周波数スイッチ１２４は、制御回路４２からの
制御信号を制御信号入力パスＣ２上で受信してもよい。パス２で受信された制御信号に応
答して、無線周波数スイッチ１２４は、ポートＰ７とポートＰ９とが結合される第１の状
態又は信号パスがポートＰ８及びポートＰ９の間に形成される第２の状態にセットされて
もよい。その第１の状態（すなわち、ＬＴＥトラフィックを受信するためにスイッチ１２
４を設定する場合）において、クロスオーバースイッチ１２２からの受信信号は、ポート
Ｐ９からポートＰ７と関連する信号パスＬＴＥ　ＲＸ２へルーティングされてもよい。そ
の第２の状態（すなわち、１Ｘトラフィックを受信するためにスイッチ１２４を設定する
場合）において、クロスオーバースイッチ１２２からの受信信号は、ポートＰ９から、ポ
ートＰ８と関連する信号パス１Ｘ　ＲＸ２へルーティングされてもよい。
【００７１】
　無線周波数送受信器回路６０に関連するスイッチング回路は、無線周波数フロントエン
ド回路６２における４つの受信パス（ＬＴＥ　ＲＸ１、１Ｘ　ＲＸ１、ＬＴＥ　ＲＸ２、
及び１Ｘ　ＲＸ２）からの信号を、受信器回路６１及び６５へ選択的にルーティングする
のに用いられてもよい。多重化器１３８は、例えば、パスＬＴＥ　ＲＸ１及び１Ｘ　ＲＸ
１上で到来する無線周波数信号を受信し、これらのパスの選択された１つから、受信器６
１のダウンコンバータ回路１３６へ、信号をルーティングしてもよい。多重化器１４６は
、パスＬＴＥ　ＲＸ２及び１Ｘ　ＲＸ２上で到来する無線周波数信号を受信し、これらの
パスの選択された１つから、受信器６５のダウンコンバータ回路１４８へ、信号をルーテ
ィングしてもよい。
【００７２】
　局部発振器ＲＸ　ＬＯは、受信器６１及び６５のための局部発信出力信号を生成しても
よい。図５に示すように、例えば、局部発振器１４０は、スイッチング回路１４４のポー
トＰ１において受信される、周波数ｆ２における無線周波数出力信号を生成してもよい。
局部発振器１４２は、スイッチ１４４のポートＰ２と、受信器６１におけるダウンコンバ
ータ回路１３６へ供給される、周波数ｆ１における無線周波数出力信号を生成してもよい
。スイッチング回路１１６、１３８、１４６及び１４４は、制御回路４２（例えばベース
バンドプロセッサ５８と記憶装置および処理回路２８との少なくともいずれか）から受信
した制御信号により制御されてもよい。
【００７３】
　受信器６１を使用してＬＴＥ信号を処理することが要求される場合、多重化器１３８は
、パスＬＴＥ　ＲＸ１からダウンコンバータ回路１３６へ信号をルーティングするために
用いられてもよい。局部発振器１４２からの局部発振出力とのミキシングの後に、パスＬ
ＴＥ　ＲＸ１からのＬＴＥ信号は、低域通過フィルタ１３４、増幅器１３２及びパスＲＸ
１を介して、ベースバンドプロセッサ５８へ供給されてもよい。ベースバンドプロセッサ
５８は、受信ＬＴＥ信号を処理するためにプロトコルスタックＬＴＥを用いてもよい。
【００７４】
　受信器６１を使用して１Ｘ信号を処理することが要求される場合、多重化器１３８は、
パス１Ｘ　ＲＸ１からの信号をダウンコンバータ回路１３６へルーティングするのに用い
られてもよい。局部発振器１４２からの局部発振出力とのミキシングの後に、パス１Ｘ　
ＲＸ１からの１Ｘ信号は、低域通過フィルタ１３４、増幅器１３２、及びパスＲＸ１を介
してベースバンドプロセッサ５８へ供給されてもよい。ベースバンドプロセッサ５８は、
受信１Ｘ信号を処理するためにプロトコルスタック１Ｘを用いてもよい。
【００７５】
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　受信器６５を使用してＬＴＥ信号を処理することが要求される場合、多重化器１４６は
、パスＬＴＥ　ＲＸ２からの信号を受信器６５へルーティングするのに用いられてもよい
。受信器６５を使用して１Ｘ信号を処理することが要求される場合、多重化器１４６は、
パス１Ｘ　ＲＸ２からの信号を受信器６５へルーティングするのに用いられてもよい。
【００７６】
　スイッチ１４４の状態は、ダウンコンバータ回路１４８に、局部発振器１４０の周波数
ｆ２における局部発振出力を供給するか、局部発振器１４２の周波数ｆ１における局部発
振出力を供給するかを決定するために用いられてもよい。スイッチ１４４は、ダウンコン
バータ１４８へ局部発振器１４０のｆ２における出力を供給することが要求される場合は
ポートＰ１をポートＰ３へ接続するように構成されてもよく、ダウンコンバータ１４８に
局部発振器１４２の周波数ｆ１における出力を供給することが要求される場合はポートＰ
２をポートＰ３へ接続するように構成されてもよい。多重化器１４６の出力からの受信し
た１Ｘ又はＬＴＥ信号を、局部発振器１４２からの局部発振出力または局部発振器１４０
からの局部発振出力とミキシングした後に、ダウンコンバータ回路１４８は、受信した１
Ｘ又はＬＴＥ信号を、低域通過フィルタ１５０、増幅器１５２、及びパス４６におけるパ
スＲＸ２を介してベースバンドプロセッサ５８へ供給してもよい。ベースバンドプロセッ
サ５８は、パスＬＴＥ　ＲＸ２からのＬＴＥ信号を処理するためにプロトコルスタックＬ
ＴＥを、パス１Ｘ　ＲＸ２からの１Ｘ信号を処理するためにプロトコルスタック１Ｘを、
用いてもよい。
【００７７】
　受信ダイバーシティを実装することが要求される動作状態において、スイッチ１４４は
、局部発振器１４２の周波数ｆ１における出力をダウンコンバータ１４８へルーティング
してもよい。同時に、ダウンコンバータ１３６は局部発振器１４２の周波数ｆ１における
出力を受信してもよい。この構成においては、受信器６１及び６５は、それぞれ、到来す
る無線周波数信号を同一の周波数（すなわち、周波数ｆ１）で受信してもよく、したがっ
て、到来するＬＴＥ又は１Ｘ信号のために、２アンテナ受信ダイバーシティ構成を実装す
るのに用いられてもよい。
【００７８】
　信号強度（例えば受信信号強度インジケータ又は他の信号品質インジケータ情報）が、
１Ｘページング信号を受信するのに単一のアンテナを用いてもよいことを示す場合、アン
テナ４０Ａ及び４０Ｂのうち１つと受信器６１及び６５のうち１つが、ＬＴＥ信号の受信
に用いられてもよく、アンテナ４０Ａ及び４０Ｂの他方と、受信器６１及び６５の他方は
、１Ｘ信号を受信するのに用いられてもよい。無線周波数送受信器回路６０におけるそれ
ぞれの受信器を異なる種類のトラフィックを処理するために使用する場合、スイッチ１４
４は、局部発振器１４０の周波数ｆ２における出力をダウンコンバータ回路１４８へルー
ティングするように設定されてもよい。そして、受信器６１は、第１の周波数（ｆ１）に
おける到来信号を受信するために用いられてもよく、一方で受信器６５は、第１の周波数
と異なる第２の周波数における到来信号を同時に受信するために用いられる。回路６０と
回路６２のいずれが設定されるかに応じて、１Ｘトラフィックが受信器６５により処理さ
れる（すなわち、パス１Ｘ　ＲＸ２からの１Ｘトラフィック）一方で、ＬＴＥトラフィッ
クは受信器６１により処理されてもよく（すなわち、パスＬＴＥ　ＲＸ１からのＬＴＥト
ラフィック）、又は、１Ｘトラフィックが受信器６１により処理される（すなわち、パス
１Ｘ　ＲＸ１からの１Ｘトラフィック）一方で、ＬＴＥトラフィックは受信器６５により
処理されてもよい（すなわち、パスＬＴＥ　ＲＸ２からのＬＴＥトラフィック）。
【００７９】
　図６は、装置１０が、１Ｘ及びＬＴＥの動作の、様々なとり得る組み合わせの下で、ど
のように動作しうるかを説明する表である。１Ｘ及びＬＴＥの動作のいくつかの潜在的な
組み合わせが、他の組み合わせはリソースの衝突を引き起こしうるが、図５に示すタイプ
の回路を用いて処理されうる。
【００８０】
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　例として、装置１０の１Ｘ機能がアイドルである（すなわち、装置１０により処理され
ているアクティブな１Ｘの呼がなく、装置１０は到来する呼のために周期的に１Ｘページ
ングチャネルを監視している）シナリオと、（測定されたＲＳＳＩ値又は他の信号品質フ
ァクタとして示される）受信１Ｘ信号強度が、装置１０の２つのアンテナのうちの１つの
みを用いて、装置１０が１Ｘページングチャネルを監視することが可能とするのに十分で
あるシナリオについて検討する。これらのシナリオは、図６の表の第１行によって表され
る。図６の表の第１行に示されるように、装置１０が（到来するＬＴＥの呼び出しを監視
している）ＬＴＥアイドル状態で動作している場合、装置の性能は満足されうると共に、
装置１０がＬＴＥアクティブ状態で動作している場合は、装置の性能は多少劣化しうる。
【００８１】
　図７は、ＬＴＥアイドル及び１Ｘアイドルの動作（図６の表の第１行の左列）を処理す
るために装置１０を使用している間に生じる、無線の動作のタイプを図解している。ＬＴ
Ｅ及び１Ｘ機能がアイドルであるため、送信器ＴＸに関連する動作はない。ほとんどの期
間の間、無線周波数送受信器６０と無線周波数フロントエンド６２のスイッチング回路は
到来するアンテナの信号をパスＬＴＥ　ＲＸ１及びＬＴＥ　ＲＸ２へルーティングするよ
うに設定されうる。スイッチ１４４は、受信器６１と受信器６５が、同一の局部発振周波
数（ｆ１）を用いてパスＬＴＥ　ＲＸ１及びＬＴＥ　ＲＸ２上で信号を受信するように設
定されてもよい（すなわち、装置１０は、到来するＬＴＥの呼び出しのために周波数ｆ１
においてＬＴＥページングチャネルを監視するために、受信ダイバーシティモードで両方
のアンテナを用いるように設定されてもよい）。ＬＴＥの呼び出しの監視が実行される周
期は、図７において、第１の受信器（ＲＸ１）と第２の受信器（ＲＸ２）の両方に対して
、「ＬＴＥ」呼び出し監視のボックスの存在により示されている。第１の受信器ＲＸ１は
、例えば、受信器６１に対応してもよく、第２の受信器ＲＸ２は、例えば、受信器６５へ
対応してもよい（またはその逆でもよい）。
【００８２】
　１Ｘページング周期は、ＬＴＥページング周期より長くてもよい。結果として、装置１
０は、周期的に、第２の受信器ＲＸ２を、ＬＴＥページングチャネルに代えて、１Ｘペー
ジングチャネルを監視するのに用いる必要がありうる。このタイプの動作をサポートする
ために、無線周波数送受信器回路６０と無線周波数フロントエンド６２の構成は、制御回
路４２によって再設定されてもよい。具体的には、スイッチ１４４は、受信器６１が周波
数ｆ１で動作する一方で受信器６５が周波数ｆ２で動作するように、ポートＰ１をポート
Ｐ３へ接続するように設定されてもよい。スイッチ１２０は、アンテナの１つからの受信
信号をパスＬＴＥ　ＲＸ１へルーティングするように、ポートＰ６をポートＰ４へ接続す
るように設定されてもよい。スイッチ１２４は、他方のアンテナからの受信信号をパス１
Ｘ　ＲＸ２へルーティングするようにポートＰ９をポートＰ８へ接続するように設定され
てもよい。図５の例では、信号をルーティングするためにスイッチング回路が用いられる
。２つの無線周波数帯域のみが含まれる構成においては、装置１０において信号をルーテ
ィングするためにダイプレクサ回路が用いられてもよい。図５のスイッチング回路のよう
なスイッチング回路の使用は、より多くの周波数帯域が含まれている場合に好ましいかも
しれない。
【００８３】
　図７に示すように、ＬＴＥ信号よりも到来する呼び出しのための１Ｘページングチャネ
ルの監視のために受信器ＲＸ２を周期的に用いることにより、１Ｘの呼び出しとＬＴＥの
呼び出しとを同時に監視することができる。（図７において「１Ｘ」のラベルが付された
四角形により図解される）これらの期間の間、装置１０のアンテナの１つは、信号をパス
１Ｘ　ＲＸ２へ供給するために用いられ、一方で、回路６０は、このパス上で（周波数ｆ
２において）到来する１Ｘの呼び出しを監視する。同時に、アンテナの残りの１本と回路
ＲＸ１とを用いて、ＬＴＥアイドル（呼び出し監視）動作を実行することができる。アン
テナのうち１本が１Ｘの呼び出しを監視するのに用いられている期間の間、両方のアンテ
ナと受信器とを、ＬＴＥの呼び出しの監視に同時に用いることができないが、ＬＴＥペー
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ジングチャネルの監視のための受信ダイバーシティのこの周期的な瞬時の喪失は、一般的
に受け入れることができるものである。したがって、図６の表の第１行の左列に示すよう
に、性能は満足される。
【００８４】
　図６の表の第１行の右列の項目により図解されるように、呼び出しのために１Ｘチャネ
ルを同時に監視しながら（すなわち、装置を１Ｘアイドルモードで動作させながら）装置
１０をＬＴＥアクティブ状態で動作させようとすると、ＬＴＥの性能は少々劣化しうる。
図８は、この状況で装置１０がどのように動作しうるかを示す図である。図８に示すよう
に、送信器ＴＸは、（例えば図５のパスＬＴＥ　ＴＸと関連するアンテナ４０の１つとを
用いて）ＬＴＥデータを送信するために用いられてもよい。
【００８５】
　図８の例では、初期的には、ＬＴＥデータが装置１０により受信ダイバーシティ構成を
用いて受信されている。例えば、図８の時刻Ｔ１のような時刻においては、呼び出しのた
めの１Ｘページングチャネルを監視することが要求される前に、両方のアンテナを用いる
と共に対応する受信器ＲＸ１及びＲＸ２を用いて、ＬＴＥデータが受信されてもよい。呼
び出しのために１Ｘチャネルを監視することが要求されるとき、通常のＬＴＥ受信ダイバ
ーシティ動作は中断されうる。具体的には、到来する１Ｘの呼び出しに対する１Ｘページ
ングチャネルを、受信器ＲＸ２に関連するアンテナが監視することができるように、（図
８において「１Ｘウェイク」とラベルが付された期間の間）ＬＴＥ受信ダイバーシティ動
作を中断してもよい。
【００８６】
　ＬＴＥ受信ダイバーシティモードと図８の「１Ｘウェイク」期間の１Ｘの呼び出し監視
動作との間の遷移は、時刻Ｔ２のような時刻において行われてもよい。時刻Ｔ２の前（そ
してそれに続く１Ｘウェイク状態への各エントリの前）のいくつかの送信時間間隔におい
て、装置１０は、ネットワーク（例えば図２の基地局２１）へ１のランクインジケータを
送信してもよい。１のランクインジケータ（または他の適切なチャネル品質インジケータ
）は、単一のレイヤのみで（すなわち、受信ダイバーシティ動作の間は通常送信される２
つの同時のＬＴＥデータパスのうちの１つのみで）データを送信するようにネットワーク
に指示する。これは、１Ｘページングチャネル監視の間、２つのＬＴＥデータパスの１つ
が利用不能となる場合に、データのロスを防ぐのに役立つ。１Ｘウェイクの期間の間、１
Ｘページングチャネルが監視されている一方で、受信器ＲＸ１が残りの到来するＬＴＥデ
ータストリームを処理することができると共に、送信器ＴＸはＬＴＥデータを送信するの
に用いられてもよい。期間１Ｘウェイクの後に１Ｘの動作は終わり（スリープへ移行し）
、（１Ｘスリープの期間の間、）１Ｘの呼び出し監視のために一時的に使用されたアンテ
ナと受信器との使用は、装置１０が対応するランクインジケータ（または他の適切なチャ
ネル品質インジケータ）をＬＴＥネットワークへ送信することに伴って、ＬＴＥデータス
トリームの１つの受信に係る使用に戻されてもよい。
【００８７】
　図８（及び図６の表の第１行の右列）に関連して説明したタイプの構成に伴い、ＬＴＥ
サービスの中断はないが、１Ｘウェイクの期間の間にＬＴＥデータを受信するための第２
のアンテナと受信器とを一時的に失うことに起因して、受信ＬＴＥデータスループットは
劣化する。
【００８８】
　いくつかの状況では、受信信号品質が悪く、したがって、単一のアンテナのみを用いて
１Ｘページング信号を受信しようとすることが望ましくない。装置１０がこのタイプの状
況が発生したことを検出した場合、１Ｘの呼び出し監視動作（１Ｘアイドルモードの動作
）を、両方のアンテナ（すなわち、アンテナ４０Ａ及び４０Ｂ）と送受信器回路６０にお
ける対応する受信器６１及び６５とを用いて実行してもよい。図６の表の第２行の左列に
示されるように、ページングインスタンスが衝突しない場合は、１Ｘアイドル動作とＬＴ
Ｅアイドル動作とを同時に実行することができる。図６の表の第２行の右列に示されるよ



(22) JP 2012-257204 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

うに、１Ｘアイドル動作とＬＴＥアクティブモードの動作を同時に実行する試みは、ＬＴ
Ｅの動作の中断を招くであろう。
【００８９】
　１ＸアイドルモードとＬＴＥアイドルモードの動作の間、スイッチ１２０は、受信信号
をパス１Ｘ　ＲＸ１へルーティングするためにポートＰ６をポートＰ５へ接続するように
設定されてもよい。スイッチ１２４は、受信信号をパス１Ｘ　ＲＸ２へルーティングする
ように設定されてもよい。スイッチ１４４は、パスＲＸ２上及びパスＲＸ１上の信号が同
一周波数に対応するように、局部発振器１４２からの信号をポートＰ３へルーティングす
るように設定されてもよい。周波数は、装置１０がＬＴＥページングチャネルを監視して
いるか、１Ｘページングチャネルを監視しているかに応じて調整されてもよい。
【００９０】
　図９は、１ＸアイドルモードとＬＴＥアイドルモードの動作を同時に実行する場合に装
置１０がどのように動作するかを示す図である。ＬＴＥがアイドルモードであり、したが
って、（この例では）送信器ＴＸはＬＴＥデータを送信するのに使用されていない。（図
９で「ＬＴＥ」とラベルが付された）いくつかの期間の間、ＬＴＥの呼び出しのために、
ＬＴＥページングチャネルを監視してもよい。両方のアンテナと受信器６１及び６５は、
これらの監視動作に用いられてもよい（すなわち、装置１０はＬＴＥ受信ダイバーシティ
モードで運用されてもよい）。１Ｘページング周期ごとに、送受信器回路６０は、図９に
おいて「１Ｘ」とラベルが付された四角形により示されるように、１Ｘの呼び出しを監視
できるように１Ｘページングチャネルに調整されてもよい。この例では、装置１０が信号
品質が比較的低いことを検出しているため（例えば、先立つページング周期のウェイクピ
リオドの間にＲＳＳＩが所定の閾値より低く測定されたため）、装置１０（例えば制御回
路４２）は、１Ｘ受信ダイバーシティを用いて（すなわち、両方のアンテナ４０を用いる
と共に両方の受信器６１及び６５を用いて）１Ｘの呼び出しを監視するように、無線回路
３４を設定する。１Ｘ受信ダイバーシティの使用は、ＬＴＥページング周期を逃すことを
周期的に招くという犠牲のもとではあるが、信号受信を改善する。
【００９１】
　１ＸアイドルモードとＬＴＥアクティブモードの同時動作（図６の表の第２行の右列）
の試行に対応する、図１０の図は、ＰＩＮＴの期間の間（すなわち、両方のアンテナが１
Ｘの呼び出しの監視のために１Ｘ受信ダイバーシティモードで使用される場合）、どのよ
うに周期的にＬＴＥの動作が中断されるかを示している。装置１０は、ネットワーク（図
２の基地局２１）へ、１Ｘの呼び出し監視期間の数送信時間間隔（ＴＴＩ）前に、ネット
ワークにデータ送信を縮小することを指示する０のランクインジケータ（または他の適切
なチャネル品質インジケータ）をネットワークへ送信することによって、予期されるＬＴ
Ｅの中断を通知してもよい。それに応答して、ネットワークは、ＰＩＮＴの期間の間、装
置１０へのデータ送信を停止または少なくとも縮小し、ＰＩＮＴの期間の間のＬＴＥサー
ビスの中断の影響を最小化するであろう。
【００９２】
　図６の表の第３行の左列に示されるように、１つのアンテナを使用する１Ｘアクティブ
モードの動作とＬＴＥアイドルモードの動作とを同時に実行することが要求される状況で
は、装置の動作は満足されうる。受信信号を第１のアンテナからパス１Ｘ　ＲＸへルーテ
ィングすると共に、送信１Ｘ信号をパス１Ｘ　ＴＸから第１のアンテナへルーティングす
るためにポートＰ６をポートＰ５へ接続するようにスイッチ１２０を設定するようにスイ
ッチをセットすることによって、受信信号を第２のアンテナからパスＬＴＥ　ＲＸ２へル
ーティングするためにポートＰ９をポートＰ７へ接続するようにスイッチ１２４を設定す
ることによって、そして、受信器６５及び６１がそれぞれ周波数ｆ２及びｆ１で動作する
ように、ポートＰ１をポートＰ３へ接続するようにスイッチ１４４を設定することによっ
て、このシナリオを処理するように、装置１０が設定される。１Ｘ非受信ダイバーシティ
モード（１アンテナ）の場合、アンテナの１つと、送信器５９と、装置１０の受信器の１
つと、ベースバンドプロセッサ５８とは１Ｘトラフィックを処理するために用いられてお



(23) JP 2012-257204 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

り、したがって、図６の表の第３行の右列の項目により示されるように、ＬＴＥトラフィ
ックの送信と受信とを同時に処理するためには利用可能なリソースが不十分である（すな
わち、ＬＴＥアクティブモードの動作をサポートすることができない）。
【００９３】
　図１１は、ＬＴＥアクティブモードからＬＴＥアイドルモードへ遷移すると共に、１Ｘ
アイドルモードから１Ｘアクティブモードへ遷移する場合の装置１０の動作を示すタイミ
ング図である。初期的に、装置１０は、ＬＴＥアクティブ状態及び１Ｘアイドル状態で動
作している。ＬＴＥトラフィックは、ＬＴＥデータを送信するための１つのアンテナとＬ
ＴＥデータを受信するための２つのアンテナ（受信ダイバーシティ）を用いて処理されて
もよい。周期的に、装置１０は、２つのアンテナの１つ（例えば、受信器ＲＸ２に関連す
るアンテナ）を、到来する１Ｘの呼び出しのための１Ｘページングチャネルを監視するた
めに用いてもよい（例えば、図１１の例における時刻ＴＴにおいて開始する１Ｘウェイク
期間を参照）。時刻ＴＴの数送信時間間隔前に、装置１０は、ネットワークにデータの送
信を縮小することを（すなわち１つのＬＴＥデータストリームのみを送信するように）指
示するために、１のランクインジケータ（または他のチャネル品質インジケータ）をネッ
トワークへ送信してもよく、それにより、１Ｘの呼び出しを監視するためのＲＸ２受信器
と、関連するアンテナとの一時的な使用の間の、ＬＴＥの動作への影響を最小化する。
【００９４】
　図１１に示すように、装置１０が到来する１Ｘの呼び出しを受信すると、装置１０は、
１Ｘアクティブモードへ遷移してもよい。（この例では）信号品質は十分であるため、単
一のアンテナのみが１Ｘデータ受信動作に対処するために使用される必要がある。したが
って、残りのアンテナを、ＬＴＥアイドルモードの動作（到来する呼び出しのためのＬＴ
Ｅページングチャネルの監視）に使用することができる。
【００９５】
　図６の表の第４行に示すように、単一のアンテナのみでの動作をサポートするには信号
強度が不十分である環境において１Ｘアクティブモードで動作する場合、ＬＴＥの動作は
中断するであろう。１Ｘ受信ダイバーシティ（２アンテナ）アクティブモードで動作して
いる場合、スイッチング回路１２０は、ポートＰ６がポートＰ５へ接続されるように（２
つのアンテナのうち第１のアンテナからの受信アンテナ信号がパス１Ｘ　ＲＸ１へルーテ
ィングされるように）設定されてもよく、スイッチング回路１２４はポートＰ９がポート
Ｐ８へ接続されるように（２つのアンテナのうち第２のアンテナからの受信アンテナ信号
がパス１Ｘ　ＲＸ２へルーティングされるように）設定されてもよく、スイッチング回路
１４４は、ポートＰ２がポートＰ３へ接続されるように（すなわち、受信器６１と６５と
が同一周波数で動作するように）設定されてもよい。送信１Ｘ信号は、パス１Ｘ　ＴＸを
用いて処理されてもよい。１Ｘデータ受信アクティブモードの動作をサポートするための
両方のアンテナの使用と、１Ｘデータ送信動作をサポートするためのアンテナの１つの使
用は、ＬＴＥアイドルモード（図６の表の第４行の左列）で動作することが要求されるか
、ＬＴＥアクティブモード（図６の表の第４行の右列）で動作することが要求されるかに
よらず、ＬＴＥの動作を中断するだろう。
【００９６】
　図１２は、１Ｘアクティブモードの動作をサポートするための装置における両方のアン
テナの使用がどのようにＬＴＥの動作を中断しうるかを示すタイミング図である。初期的
に、（例えば時刻ＴＷ１の前の時刻において）、両方のアンテナはＬＴＥの動作（例えば
、ＬＴＥアクティブモードの動作又はＬＴＥアイドルモードの動作）のために用いられう
る。周期的に（例えば、図１２の例における時刻ＴＷ１及び時刻ＴＷ２のような時刻にお
いて）アンテナのうち１つ（例えば、受信器ＲＸ２に接続されるアンテナ）は、１Ｘペー
ジングチャネルの監視に用いられうる。
【００９７】
　ＬＴＥの動作への影響を最小化するために、装置１０は、アンテナのうち１つの使用を
ＬＴＥの動作から１Ｘの呼び出し監視へ切り替える数送信時間間隔前に（すなわち、時刻
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ＴＷ１及びＴＷ２のような１Ｘの呼び出し監視時刻の数送信時間間隔前に）、１のランク
インジケータ又は他のそのようなチャネル品質インジケータをネットワークへ送信しても
よい。それに応答して、ネットワークは、（例えば、２つのアクティブなＬＴＥデータス
トリームから１つのＬＴＥデータストリームへ送信を縮小すること、又は他の適切な動作
を行うことにより）ＬＴＥデータ送信を縮小することができ、それによりＬＴＥの動作へ
の影響を最小化する。
【００９８】
　図１２の例では、到来する１Ｘの呼び出しは、時刻ＴＷ３において検出される。結果と
して、装置１０は、時刻ＴＷ３において１Ｘアクティブモードへ入り、両方のアンテナ（
すなわち、受信器ＲＸ１に接続されたアンテナと受信器ＲＸ２に接続されたアンテナ）を
１Ｘの呼を処理するのに用いる。両方のアンテナが１Ｘの動作に対処するのに用いられて
おり、したがって、ＬＴＥの動作（アクティブモードまたはアイドルモード）は中断する
。
【００９９】
　実施形態によれば、第１の無線アクセス技術と第２の無線アクセス技術とを用いる通信
をサポートする電子装置を用いて無線ネットワークと通信をするための方法であって、少
なくとも１つの呼び出しの監視期間の間に、第１の無線アクセス技術に関連するページン
グチャネルを監視するために電子装置の２つのアンテナのうち第１のアンテナを使用し、
一方で第２の無線アクセス技術に関連する無線データトラフィックを運ぶために２つのア
ンテナのうち第２のアンテナを使用することと、ページングチャネル上での到来する呼び
出しの電子装置による検出を伴わない呼び出しの監視期間の完了に応答して、第２の無線
アクセス技術に関連する無線データトラフィックを運ぶのに第１のアンテナと第２のアン
テナの両方を使用することとを含む方法が提供される。
【０１００】
　もう１つの実施形態によれば、第１の無線アクセス技術は符号分割多元接続無線アクセ
ス技術を含み、第２の無線アクセス技術はロングタームエボリューション無線アクセス技
術を含む。
【０１０１】
　もう１つの実施形態によれば、第１のアンテナと第２のアンテナとは、電子装置の対向
する端部に配置され、第２の無線アクセス技術に関連する無線データトラフィックを運ぶ
ための第１のアンテナと第２のアンテナの両方の使用は、電子装置の対向する端部に配置
された第１のアンテナと第２のアンテナとをロングタームエボリューションのデータトラ
フィックを受信するために使用することを含む。
【０１０２】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、電子装置の無線信号品質を測定すること、及び
ページングチャネルを監視するのに第１のアンテナを単独で使用するか、又はページング
チャネルを監視するのに第１のアンテナと第２のアンテナの両方を使用するかを、測定さ
れた無線信号品質に少なくとも部分的に基づいて判定することをも含む。
【０１０３】
　もう１つの実施形態によれば、無線信号品質を測定することは、ページングチャネルの
チャネル品質を示す受信信号強度インジケータを取得することを含む。
【０１０４】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、受信信号強度インジケータと所定の閾値とを比
較すること、受信信号強度インジケータが所定の閾値を超えるとの判定に応じて、少なく
とも１つの呼び出しの監視期間の間、ページングチャネルを監視するために、第１のアン
テナを単独で使用すること、及び受信信号強度インジケータが所定の閾値を超えないとの
判定に応じて、ページングチャネルを監視するために第１のアンテナと第２のアンテナの
両方を使用することをも含む。
【０１０５】
　もう１つの実施形態によれば、ページングチャネルを監視するために第１のアンテナと
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第２のアンテナの両方を使用することは、第１のアンテナと第２のアンテナとを伴うロン
グタームエボリューションのデータの受信を一時的に中断すること、及び、第１のアンテ
ナと第２のアンテナとを伴うロングタームエボリューションのデータの受信が一時的に中
断される間に符号分割多元接続のページング信号のためのページングチャネルを監視する
ために第１のアンテナと第２のアンテナの両方を使用することをも含む。
【０１０６】
　実施形態によれば、第１の無線アクセス技術と第２の無線アクセス技術とを用いる無線
通信をサポートする電子装置を用いて無線ネットワークと通信をするための方法であって
、電子装置の動作の間に、第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを監視
するために電子装置の第１のアンテナと第２のアンテナの両方を使用すること、及び電子
装置の動作の少なくとも一部の間、第１のアンテナを使用して第２のアンテナを使用せず
に、第２の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを監視するために、第１の無
線アクセス技術に関連するページングチャネルの監視を少なくとも部分的に中断すること
を含む方法が提供される。
【０１０７】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、電子装置の動作の少なくとももう１つの部分の
間、第１のアンテナと第２のアンテナの両方を使用して第２の無線アクセス技術に関連す
るページングチャネルを監視するために、第１の無線アクセス技術に関連するページング
チャネルの監視を中断することを含む。
【０１０８】
　もう１つの実施形態によれば、第１の無線アクセス技術はロングタームエボリューショ
ン無線アクセス技術を含み、第２の無線アクセス技術は符号分割多元接続無線アクセス技
術を含む。
【０１０９】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、電子装置を用いて無線チャネル品質を測定する
こと、測定された無線チャネル品質を所定値と比較することをも含み、第１のアンテナを
使用して第２のアンテナを使用せずに、第２の無線アクセス技術に関連するページングチ
ャネルを監視するために、第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネルの監視
を少なくとも部分的に中断することは、無線チャネル品質が所定値を超えるとの判定に応
じて、第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネルの監視を少なくとも一時的
に中断することと、無線チャネル品質が所定値を超えなかったことの判定に応じて、第２
の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを監視するために、第１のアンテナと
第２のアンテナの両方を使用することを含む。
【０１１０】
　もう１つの実施形態によれば、無線チャネル品質を測定することは、無線ネットワーク
における無線チャネルに関連する受信信号強度インジケータ情報を収集することを含む。
【０１１１】
　もう１つの実施形態によれば、電子装置は、無線周波数送受信器回路と、無線周波数送
受信器回路を制御する制御回路とを含み、無線周波数送受信器回路は、それぞれ第１及び
第２の局部発振器を伴う第１及び第２の受信器を含み、方法は、第１の無線アクセス技術
に関連するページングチャネルを監視するために電子装置の第１のアンテナと第２のアン
テナとを同時に使用する場合、第１及び第２の局部発振器が共通の周波数における出力を
生成するように無線周波数送受信器回路を調整すること、及び、第１のアンテナを使用し
て第２のアンテナを使用せずに第２の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを
監視する場合、第１及び第２の局部発振器が異なる周波数における出力を生成するように
無線周波数送受信器回路を調整することをも含む。
【０１１２】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、第１及び第２の局部発振器が異なる周波数にお
いて出力を生成するように無線周波数送受信器回路が調整される間に、第１の無線アクセ
ス技術に関連するページング信号を監視するために第１の受信器を使用する一方で、第２
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用することをも含む。
【０１１３】
　実施形態によれば、第１及び第２のアンテナを有すると共に、第１のアンテナ及び第２
のアンテナを使用して無線信号を送信し受信する無線周波数送受信器回路を有する無線電
子装置において、第１及び第２の無線アクセス技術の使用をサポートする方法であって、
動作の第１のモードにおいて、第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを
監視するために第１のアンテナを使用する一方で、第２の無線アクセス技術に関連するペ
ージングチャネルを監視するために第２のアンテナを同時に使用すること、及び、動作の
第２のモードにおいて、第１の無線アクセス技術を用いて第１のアンテナを介してデータ
トラフィックを有効に送信して受信する一方で、第２の無線アクセス技術に関連するペー
ジングチャネルを監視するために第２のアンテナを同時に使用することを含む方法が提供
される。
【０１１４】
　もう１つの実施形態によれば、第１の無線アクセス技術はロングタームエボリューショ
ン無線アクセス技術を含み、第２の無線アクセス技術は符号分割多元接続無線アクセス技
術を含む。
【０１１５】
　もう１つの実施形態によれば、無線電子装置はハウジングを有し、第１及び第２のアン
テナはハウジングの対向する端部に配置され、電子装置は第１及び第２のアンテナと無線
周波数送受信器回路との間に接続されるスイッチング回路を有し、無線周波数送受信器回
路は、第１及び第２の受信器をも含み、方法は、スイッチング回路が信号を第１のアンテ
ナから第１の受信器へルーティングすると共に信号を第２のアンテナから第２の受信器へ
ルーティングする第１の構成において無線電子装置を動作させること、及びスイッチング
回路が信号を第１のアンテナから第２の受信器へルーティングすると共に、信号を第２の
アンテナから第１の受信器へルーティングする第２の構成において、無線電子装置を動作
させることをも含む。
【０１１６】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、動作の第３のモードにおいて、第２の無線アク
セス技術を用いて第２のアンテナを通じてデータトラフィックを有効に送信し受信する一
方で、第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネルを監視するために第１のア
ンテナを同時に使用することをも含む。
【０１１７】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、動作の第４のモードにおいて、第１の無線アク
セス技術に関連するデータトラフィックを受信するために第１及び第２のアンテナを同時
に使用することをも含む。
【０１１８】
　もう１つの実施形態によれば、方法は、動作の第４のモードの間に第１の無線アクセス
技術に関連するデータトラフィックを受信するために第１及び第２のアンテナの両方を使
用することから、第１の無線アクセス技術に関連するデータトラフィックを受信するため
に第１のアンテナを使用する一方で第１の無線アクセス技術に関連するページングチャネ
ルを監視するために第２のアンテナを使用することへ一時的に切り替えることに備えて、
第１の無線アクセス技術に関連するデータの無線電子装置への送信を縮小することを無線
ネットワークに指示するために、チャネル品質インジケータを無線電子装置から無線ネッ
トワークへ送信することをも含む。
【０１１９】
　上述はこの発明の原理の単なる例示であり、本発明の範囲及び精神から離れることなく
、当業者により様々な変形がなされうる。
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